
 
 民法（債権関係）部会参考資料 ８-１

質問事項 

 

【契約において御社が定型的な契約条項を提示される場合について】 

（注）以下では，御社が約款や契約書のひな形などの定型的な契約条項をあらかじめ準備

しておき，これを利用して相手方と契約を締結する場合についてお伺いいたします。 

   回答をすることに差し支えがある場合や，回答に当たって調査の必要があるなど過

重な負担がある場合は，回答を控えていただいて差し支えありません。 

   複数の定型的な契約条項を使用されている場合には，代表的なケースについてお答

えいただいても構いませんし，複数回答していただいても構いません。なお，例えば，

質問３と質問５の両方に複数回答する場合には，どの回答とどの回答とが対応してい

るのか，この質問用紙をコピーするなどにより，対応関係が分かるような工夫をして

いただくようお願いいたします。 

   回答欄が不足する場合には，適宜の用紙を用いて回答してください。 

 

１．業務上，あらかじめ準備された定型的な契約条項を契約において用いることはありま

すか。 

a. ある（下記のすべての質問にお答え下さい。） 

b. ない（下記の質問１４及び１５にお答え下さい。） 

 

２．御社があらかじめ準備されている定型的な契約条項の種類はどれくらいありますか。 

 

 

 

 

３．その定型的契約条項は誰が作成したものですか。 

  a. 御社において独自に作成したもの 

  b. 業界団体が作成したモデルに御社が修正を加えたもの 

  c. 業界団体が作成したもの 

  d. 市販のもの 

e. その他（具体的に 

 

 

                            ） 

 

４．その定型的契約条項はどのように利用することが予定されていますか。 

  a. あらかじめ準備された契約条項をそのまま契約内容にすることを予定しており，

修正には応じていない。 

  b. 契約交渉のたたき台として利用するものであり，交渉の過程で修正することが予
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定されている。 

  c. その他（具体的に 

 

 

 

 

                            ） 

 

５．その定型的契約条項はどのような形態のものですか。 

  a. 契約書などとは別の書面又は冊子 

  b. 契約書，発注書などの裏面に印刷されたもの 

  c. ウェブサイトに掲載されたもの 

  d. その他（具体的に 

 

 

                            ） 

 

６．その定型的契約条項を用いて契約を締結する相手方は下記のいずれですか。 

a. 消費者             b. 事業者 

 

７．御社が定型的契約条項を用いて締結する契約の件数は，年間どれくらいありますか。 

 

 

 

 

８．その契約において定型的契約条項が使用されることは，契約の相手方に対して明示さ

れていますか。 

  a. 契約前又は契約時にその定型的契約条項を交付している。 

  b. 契約前又は契約時に，定型的契約条項を使用することを口頭で説明している。 

  c. 別途交わす契約書等の書面に，定型的な契約条項を使用することが記載されてい

る。 

  d. その他（具体的に 

 

 

 

 

                            ） 

  e. 明示していない。 
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９．（質問８の回答がａ以外の場合）契約の相手方がその定型的契約条項を契約前又は契約

時に閲読する機会はありますか。 

a. ある              b. ない 

 

１０－１．（質問９において相手方が契約前に閲読する機会がある場合）相手方はどのよう

な手段でその定型的契約条項の内容を知ることができますか。 

  a. ウェブサイトで公開している。 

  b. 店舗，営業所等に備え付けている。 

  c. 要求があれば書面で交付している。 

  d. その他（具体的に 

 

 

 

 

                            ） 

 

１０－２．（質問９において相手方が契約前に閲読する機会がない場合）相手方に契約内容

を理解させるための代替措置を講じていますか。 

  a. 契約前又は契約時に，契約内容を分かりやすく記載した書面を用いて説明してい

る。 

  b. その他の代替措置を講じている。（具体的に 

 

 

 

                                       ） 

  c. 特段の措置は講じていない。 

 

１１．定型的な契約条項に含まれる条項が相手方当事者を拘束するかどうかについて，相

手方から苦情を受けたり，見解の相違が生じたりしたことはありますか（このような条

項が契約内容になっているとは思っていなかったなどとしてその効力を否定されるな

ど。）。ある場合，具体的にどのような条項に関してどのような苦情等が生じましたか。 
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１２．約款を契約内容とするための要件として，次のような扱いが必要になった場合，実

務上対応することが可能ですか。 

 (1) 約款を交付すること，契約締結場所に約款を持参又は備置することなどにより，契

約前又は契約時に，相手方が約款の内容を認識しようとすれば容易に認識し得る状態

に置くこと 

    a. 不可能        b. 困難        c. 容易 

 (2) 約款をウェブサイトに公開すること，約款を営業所等に備え付けることなどにより，

相手方が自ら行動を起こせば約款の内容を認識し得る状態に置くこと 

    a. 不可能        b. 困難        c. 容易 

 (3) 相手方が求めた場合には約款を契約前に提示すること 

    a. 不可能        b. 困難        c. 容易 

 

１３．継続的な契約の途中で約款を変更する場合，どのような手続（例えば，契約の相手

方に対する事前又は事後の周知）を行っていますか。また，約款の変更に同意できない

契約の相手方が契約を解除することができるなど，契約から離脱することを認めていま

すか。 

 

 

 

 

 

 

１４．定型的な契約条項を使用しない契約においては，契約内容をどのように定めていま

すか。 

  a. 個別に交渉して契約書を作成する。 

  b. 特に契約書を作成していない。 

  c. その他（具体的に 

 

 

 

） 

１５．その他，御社があらかじめ準備した定型的な契約条項を契約において用いる場合に

ついて感じている問題点，立法についての要望等がありましたら，ご自由にお書き下さ

い。 
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【契約において取引の相手方が定型的な契約条項を提示する場合について】 

（注）以下では，契約に当たり，相手方があらかじめ準備した約款や契約書のひな形など

に基づいて契約を締結する場合についてお伺いいたします（例えば，取引先との継続

的な契約の基本契約として相手方の準備したひな形を利用する場合や，事務機器のリ

ース契約において相手方の準備した契約書を利用する場合，市販のコンピュータソフ

トを購入すると約款が適用されることになっていた場合など，様々なケースがあると

思われます。）。 

   回答をすることに差し支えがある場合や，回答に当たって調査の必要があるなど過

重な負担がある場合は，回答を控えていただいて差し支えありません。 

   複数のケースが該当する場合は，代表的なケースについてお答えいただいても構い

ませんし，複数回答していただいても構いません。なお，例えば，質問２と質問４の

両方に複数回答する場合には，どの回答とどの回答とが対応しているのか，この質問

用紙をコピーするなどにより，対応関係が分かるような工夫をしていただくようお願

いいたします。 

   回答欄が不足する場合には，適宜の用紙を用いて回答してください。 

 

１．業務上，相手方が準備した定型的な契約条項を使用して契約を締結することはありま

すか。 

a. ある              b. ない 

 

（以下の質問は，質問１においてａ（ある）を選択した方のみお答え下さい。） 

２．その定型的契約条項は誰が作成したものですか。 

  a. 相手方において独自に作成したもの 

  b. 業界団体が作成したモデルに相手方が修正を加えたもの 

  c. 相手方が所属する業界団体が作成したもの 

  d. 市販のもの 

e. その他（具体的に 

 

 

 

                            ） 

f. 誰が作成しているか分からない。 

 

３．その定型的契約条項はどのように利用することが予定されていますか。 

  a. あらかじめ準備された契約条項をそのまま契約内容にすることが予定されており，

修正する余地はない。 

  b. 契約交渉のたたき台として利用するものであり，交渉の過程で修正することが予

定されている。 
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  c. その他（具体的に 

 

 

 

 

                            ） 

 

４．その定型的契約条項はどのような形態のものですか。 

  a. 契約書などとは別の書面又は冊子 

  b. 契約書，発注書などの裏面に印刷されたもの 

  c. ウェブサイトに掲載されたもの 

  d. その他（具体的に 

 

 

 

                            ） 

 

５．御社が相手方の準備した定型的契約条項を用いて締結する契約の件数は，年間どれく

らいありますか。 

 

 

 

 

６．その定型的契約条項を御社が契約前に閲読する機会はありますか。 

a. ある              b. ない 

 

７．契約前に閲読する機会がある場合，その定型的契約条項について実際に閲読していま

すか。 

  a. 必ずする。 

  b. 一定のものについてする。（具体的にどのようなものですか。 

 

 

 

 

 

                                     ） 

  c. しない。 
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８．相手方が使用する定型的な契約条項について，取引実務上問題があると考えたことが

ありますか。具体的にはどのような条項ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．定型的な契約条項に含まれる条項について，その効力や解釈をめぐって相手方との間

で見解の相違が生じたことはありますか。ある場合，具体的にどのような条項に関して

どのような見解の相違が生じましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．その他，相手方があらかじめ準備した定型的な契約条項を契約において用いる場合

について感じている問題点，立法についての要望等がありましたら，ご自由にお書き下

さい。 
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【その他】 

差し支えない範囲でお答え下さい。 

 

１．御社の事業の種類をお答え下さい。 

  a. 建設業   b. 製造業   c. 情報通信業  d. 運輸業   e. 卸売業 

  f. 小売業   g. 金融業   h. 不動産業   i. サービス業 

  j. その他（具体的に 

 

 

                            ） 

 

２．御社の従業員数をお答え下さい。 

  a. 50 人以下             b. 50 人を超え 100 人以下 

  c. 100 人を超え 300 人以下       d. 300 人を超え 1,000 人以下 

  e. 1,000 人を超え 5,000 人以下     f. 5,000 人を超え 10,000 人以下 

  g. 10,000 人を超える 

 

                質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 


